
②
児
童
生
徒
が
専
科
と
し
て
学

ぶ
機
会
を
保
障
す
る
よ
う
、
全

学
校
に
専
科
指
導
教
員
を
配
置

す
る
こ
と
。

③
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
を
各
学
校
に
１
名
以

上
の
配
置
を
す
る
こ
と
。

●
関
戸
勇い

さ
む

議
員
の
反
省
を
求

め
る
決
議
…
可
決

〔
提
出
者
〕
落
合
議
員
他
6
人

〔
決
議
案
概
要
〕
総
務
文
教
常

任
委
員
会
で
委
員
全
員
の
賛
成

で
確
定
し
、
自
身
も
提
出
者
署

名
を
し
た
決
議
案
に
、
事
後
修

正
を
求
め
た
関
戸
議
員
に
対
し
、

反
省
を
求
め
る
も
の
。

関
戸
議
員
（
弁
明
発
言
）
…
一
度

は
賛
成
し
た
が
、
案
文
中
の
「
い

じ
め
は
絶
対
悪
で
あ
り
、
い
じ
め

て
い
る
側
が
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

悪
い
」
と
い
う
文
言
は
、
削
除

す
べ
き
だ
と
思
い
直
し
、
行
動

し
た
。

加か

ぞ

う増
議
員
…
委
員
会
と
本
会
議

で
違
う
判
断
と
な
る
こ
と
は
あ

り
得
る
。
過
去
に
も
同
様
の
例

が
あ
っ
た
。
党
で
結
論
を
出
し

た
結
果
、
取
っ
た
対
応
。
反
対
。

細
谷
議
員
…
討
論
は
相
手
の
考

え
を
覆
す
た
め
に
行
う
も
の
で
、

１
分
前
の
態
度
も
変
わ
り
得
る
。

議
員
の
権
利
・
権
限
を
考
え
る

と
決
議
は
不
適
切
。
反
対
。

　

上
記
の
総
務
文
教
常
任
委
員

会
に
よ
る
調
査
を
経
て
、
今
定

例
会
で
決
議
案
（
1
ペ
ー
ジ
参

照
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
決

議
案
の
他
に
も
、
市
の
教
育
行

政
の
範
囲
を
超
え
る
課
題
に
つ

い
て
は
、
国
に
対
し
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
で
の
決
議
案

確
定
後
に
、
事
後
修
正
を
求
め

た
関
戸
議
員
に
対
し
、
反
省
を

求
め
る
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
概
要
と
討
論
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
学
校
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
…
可
決

〔
提
出
者
〕
落
合
議
員
他
７
人

〔
意
見
書
概
要
〕
取
手
市
議
会
は
、

教
育
・
福
祉
行
政
に
携
わ
る
多

く
の
方
々
と
意
見
交
換
を
重
ね
、

教
職
員
の
多
忙
が
大
き
な
課
題

と
一
致
し
た
。
こ
の
現
状
を
打
破

し
な
け
れ
ば
、
教
職
員
の
最
も

重
要
な
仕
事
で
あ
る
、
子
ど
も

と
向
き
合
う
こ
と
が
十
分
で
き

ず
、
児
童
・
生
徒
へ
の
不
利
益
に

加
え
、
教
職
員
自
身
も
健
康
を

損
い
、
そ
の
結
果
、
学
校
運
営

に
大
き
な
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
。

　
「
子
ど
も
は
社
会
の
宝
」「
子

ど
も
を
見
れ
ば
そ
の
国
の
将
来

が
わ
か
る
」
子
ど
も
の
幸
せ
は

私
た
ち
大
人
の
責
務
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
の
責
任
に
お
い

て
次
の
事
項
を
実
現
し
、
子
ど

も
と
教
職
員
が
向
き
合
え
る
学

校
と
な
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

①
35
人
以
下
の
少
人
数
学
級
編

成
を
、
全
国
統
一
的
な
制
度
と

し
て
確
立
す
る
こ
と
。

議会情報はコチラ

取手市議会
映像配信ページ

取手市議会公式
Twitter（ツイッター）

9 月議会（第 3回定例会）にて
決議案提出・可決！

提言提出までの
調査の歩み
提言提出までの
調査の歩み

決議案（提言）を提出した総務文教常任委
員会について、調査開始から提出までの経
緯を報告します。

６月２日、総務文教常任委員会で「い
じめ防止対策に係る意見集約」を議題
に、取手市議会で初めてワールドカフェ
方式による課題抽出を実施。委員以外
の議員も参加し、対話によって多くの
課題を抽出しました。

８月 18 日、市内小中学校の現役教員を
はじめとした 24 人の学校教育関係者の
皆さんと総務文教常任委員により、い
じめ防止対策に関する意見交換を実施。
総務文教常任委員会が考える課題や解
決策に対し、教育現場の現実や生の声
が続々と出され、「いじめをなくすため
にはどうしたらいいのか」という共通
の目的に向け、深い議論が交わされま
した。

８月７日、民生委員・児童委員、主任
児童委員、人権擁護委員、青少年相談員、
教育相談員、子どもと親の相談員等、
教育・福祉関係諸団体の 43 人の皆さん
と、総務文教常任委員はじめ 17 人の議
員により、ワールドカフェ方式を用い
た意見交換を実施。それぞれの視点か
ら日ごろ感じていることや、子どもた
ちへの思い等、さまざまな角度から意
見が出され、活発な対話が行われまし
た。
※終了後、委員会の意見集約を実施。

各会議で出された、いじめの原因・解
決策を踏まえ、意見集約を実施。

①滋賀県大津市へ、いじめ防止対策に
ついて行政視察
平成 29 年 1 月 17 日・18 日、子どものい
じめ防止に関する条例制定について滋賀
県大津市を視察。全国トップレベルの相
談体制等の整備や、大津市のいじめを許
さない文化と風土づくり、いじめ防止・
解決する仕組み等について研修しました。

②市教育委員会との意見交換
５月 18 日、いじめ防止対策推進法の解釈
や現状等について、市教育委員会の見解
の聞き取りや条例策定に向けた意見交換
を行いました。

③取手市議会初のワールドカフェ方式
（対話による課題抽出）を実施

④抽出した課題の意見集約
ワールドカフェ方式により抽出された事
項（いじめの原因や解決策）について、
６月 13 日、6 月 28 日、7 月 10 日に開催
した総務文教常任委員会の中で意見集約
を行いました。

⑤福祉・教育関係団体とのワールドカフェ
方式を用いた意見交換

⑥教職員等、学校教育関係者との意見
交換

⑦委員会の意見集約を経て決議案提出
それぞれの会議でこれまで出された意見
について、8 月 31 日、9 月 8 日に開催し
た総務文教常任委員会の中で、最終的な
意見集約を行い、決議案が確定しました。
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